
　

ラ
イ
ダ
ー
の
安
全
運
転
技
能
を
競
う

「
二
輪
車
安
全
運
転
全
国
大
会
」
が
８

月
４
・
５
日
の
２
日
間
、
三
重
県
鈴
鹿

市
の
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
ラ
イ
ダ
ー
の
安
全
運
転

技
能
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
で
交
通
事

故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

玉
造
工
業
高
校
の
大
枝
脩
和
く
ん
（
機

械
科
３
年
）
が
茨
城
県
の
高
校
生
等
ク

ラ
ス
の
代
表
と
し
て
参
加
し
、
見
事
、

茨
城
県
代
表
が
団
体
成
績
準
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。
大
枝
く
ん
は
「
大
会
前
に
、

７
日
間
訓
練
を
積
ん
で
望
ん
だ
の
で
、

県
大
会
よ
り
緊
張
し
な
か
っ
た
。
優
勝

は
逃
し
た
が
、
準
優
勝
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
中
、
保
護
者
が
在
宅
で
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
に
申
し
込
み
が
で

き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
大
勢
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
行
方
市
地
域
女
性
団
体
連
合

会
は
、
子
ど
も
と
保
護
者
の
遊
び
場
を

提
供
し
よ
う
と
、
８
月
１
日
と
８
日
の

両
日
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
「
ミ
ニ
児

童
館
」
を
玉
造
公
民
館
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

紙
粘
土
や
、
風
車
や
こ
ま
の
工
作
コ

ー
ナ
ー
、
お
絵
か
き
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、

遊
び
は
よ
り
ど
り
み
ど
り
。
さ
ら
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
ク
ロ
ー
ニ

ー
チ
ャ
ッ
ト
に
よ
る
人
形
劇
で
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
絶
え
な
い
一
日
で
し

た
。

　

こ
の
ミ
ニ
児
童
館
は
、
冬
休
み
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
29
日
の
こ
の
大
会
に
は
、
市

内
外
か
ら
１
５
０
名
が
参
加
し
、
稲

敷
市
和
田
岬
か
ら
天
王
崎
ま
で
の
約

2.5
㎞
を
泳
い
で
横
断
。
湖
水
浄
化
と

国
民
皆
泳
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

市
の
家
庭
排
水
浄
化
推
進
協
議
会

は
、
当
日
霞
ヶ
浦
水
質
浄
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
催
し
、
水
質
浄
化
の
啓

発
活
動
や
、
遠
泳
者
の
冷
え
た
体
を

あ
た
た
め
よ
う
と
、
キ
ム
チ
ス
ー
プ

を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

７
月
23
日
〜
８
月
１
日
の
６
日
間
に

わ
た
り
、
市
内
18
校
の
小
学
校
５
年
生

３
０
０
名
の
参
加
に
よ
る
児
童
環
境
科

学
セ
ミ
ナ
ー
が
霞
ヶ
浦
ふ
れ
あ
い
ラ
ン

ド
水
の
交
流
館
等
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

船
に
乗
っ
て
水
温
を
測
り
、
船
着
き

場
で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
採
取
、
霞
ヶ
浦

の
水
の
汚
れ
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
顕
微

鏡
で
観
察
し
ま
し
た
。

　

参
加
記
念
品
は
、
昨
年
「
霞
ヶ
浦
水

質
浄
化
標
語
」
に
佳
作
入
選
し
た
、
玉

造
小
学
校
６
年
生
雨
谷
夏
生
さ
ん
の
作

品
「
つ
な
げ
よ
う
き
れ
い
な
水
を
未
来

へ
と
」
の
標
語
入
り
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
と

水
環
境
に
優
し
い
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
。

　

こ
の
貴
重
な
体
験
に
、
子
ど
も
た
ち

は
目
を
輝
か
せ
て
「
ご
み
を
捨
て
た
り
、

汚
れ
る
も
の
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
よ

う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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行方市地域包括支援センター行方市地域包括支援センター行方市地域包括支援センターだより
だよりだより

　認知症とは、いったん発達した知能が、脳や体の病気によって普段の社会生活に支障をきたすまで

低下した状態のことをいいます。この状態は一時的ではなく継続してみられ、記憶力や見当識（時間

や場所、人を識別すること)、判断力、計画力などが障害されます。

　日本でよくみられる認知症には、脳の血管の異常が原因で生じる脳血管性認知症と、脳の細胞が死

んで脳全体が萎縮を起こすために生じるアルツハイマー型認知症があります。

　認知症の症状は日常生活のちょっとした変化に現れることが多いものです。｢ちょっと変だな｣ ｢以前

の様子と違う」という気になる言動が見られたら認知症を疑いましょう。早期発見・早期治療は進行

を遅らせます。

認 知 症 と は

進行すると

・同じことを何度も尋ねる

・慣れている場所で迷う

・最近の出来事を忘れてしまう

・「財布が盗まれた」などの被害妄想

・時間、日時等が分からないなど

こんな症状が現れたら初期症状

・身なりを気にしなくなった

・物の置き場所を忘れる

・ガスの火を消し忘れる

・外出や人と会うことをおっくうがる

☆気になる症状があれば、まず、かかりつけの病院で受診し、必要なら専門医を紹介してもらいましょう｡

欠員になっていた2名の民生委員・児童委員が、8月1日付けで決定しました｡

北浦地区　行戸地域担当　　　　　前　田　貞　子（行戸894番地）

玉造地区　浜今宿・谷島地域担当　須　貝　　　則（浜1333番地）

民生委員・児童委員のお知らせ

健常な物忘れ

記憶の帯

認知症による物忘れ

記憶の帯

抜け落ちる抜け落ちる

↓↓●体験の一部のみを忘れるため、体験

　のほかの記憶から、物忘れした部分

　を思い出す事が出来る

●体験全体を忘れているため思い出す

　ことが困難である

ご飯のおかずの内容を
忘れてしまう

例
食べたかどうかも
忘れてしまう

例

★認知症と老化による物忘れの違い★認知症と老化による物忘れの違い



　白帆の湯は、オープンより毎月第1・3水曜日
が休館日となっておりましたが、10月より毎週
水曜日が休館日となります。
　みなさまのご理解をよろしくお願いします。

　麻生地区の燃えるごみの収集を実施します。
　○9月17日（月・敬老の日）
　○9月24日（月・振替休日）
※集積所へは、朝8時までに出してください。
※燃えるごみ以外は収集しませんので、集積所
へは出さないでください。
※環境美化センターは、両日とも休業日ですの
で、一般ごみの受け入れは行いません。

【高度処理型浄化槽の補助制度とは】
　台所やお風呂からの生活排水を、し尿と合わ
せて高度処理（窒素およびりんの除去）できる
浄化槽のことです。行方市では、高度処理型浄
化槽（霞ヶ浦方式）を設置する家庭に対して、
補助金制度を実施しています。
　設置希望者は、下記のとおり申し込みを受け
付けておりますので、ご案内します。
【補助金が該当する浄化槽】
　霞ヶ浦方式・・・・フジクリーンCRX型及び
　　　　　　　　　　三洋電機ＳＪＳ型）
　1. 受付開始　平成19年4月2日
　2. 補助対象地域　　
　　　　公共下水道整備区域及び認可区域、農

業集落排水整備区域及び認可区域を除く、
行方市全域が対象

　3. 補助予定基数　
　　　10人槽1基、　７人槽5基、　5人槽5基
　4. 補助予定金額　　
　　　10人槽 1,407,000円、７人槽 975,000円、
　　　５人槽 702,000円

　平成11年に制定されたこの基本法では、男女
共同参画社会の実現のために、５つの基本理念
を定めています。この考えは今後の市政におい
て、大切な指針となります。
�人権の尊重
　　個人としての人権を重んじ、差別をなくし、
ひとりの人間として能力を発揮できる機会を
確保しましょう。
�社会における制度・しきたりについての配慮
　　固定的な役割分担意識にとらわれず、社会
の制度・しきたりの在り方を考えていきまし
ょう。
�政策等への立案及び決定への共同参画
　　社会の対等なパートナーである男女が、い
ろいろな方針の決定に参画できるようにしま
しょう。
�家庭生活における活動と他の活動の両立
　　対等な家族の構成員として協力し、役割を
果たしながら、仕事、学習、地域活動ができ
るようにしていきましょう。
�国際的強調
　　他の国々や国際機関とも相互に協力して取
り組んでいきましょう。

　平成17年4月1日において、恩給法による公務
扶助料や遺族年金を受ける方（戦没者等の妻や
父母等）がいないご遺族に、第８回特別弔慰金
が支給されます。
　未請求の方は、早めに手続きをしてください。
　なお、請求できる方は、支給要件を満たして
いることが必須となりますので、詳しくはお問
い合わせください。
　また、既に請求手続きをされた皆様には、国
債の交付に時間がかかり、大変ご迷惑をかけて
おります。国債が交付されるまでに１年６ヶ月
ほどかかっておりますので、ご理解のほどよろ
しくお願いします。
　特別弔慰金の請求期間　
　　　　　平成20年３月31日まで



対　

象

　
　

市
内
麻
生
地
区
在
住
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
て
い

る
18
歳
以
上
の
方
、
並
び
に
17

歳
以
下
の
身
体
障
害
児
を
持
つ

保
護
者
の
方
。

年
会
費　

１，
０
０
０
円

　
　

行
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
担
当

　
　

☎
０
２
９
９
ー
３
６
ー
２
０
２
０

対
象
チ
ケ
ッ
ト

　
　

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
招
待
券
１
組
２
名
様
分

（
２
階
席
）

対
象
試
合　

　

①
10
月
６
日
（
土
）

　
　

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸　

　
　

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

　

②
10
月
27
日
（
土
）

　
　

大
分
ト
リ
ニ
ー
タ

　
　

午
後
４
時
キ
ッ
ク
オ
フ

　

③
11
月
18
日
（
日
）

　
　

柏
レ
イ
ソ
ル　

　
　

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

　

④
12
月
１
日
（
土
）

　
　

清
水
エ
ス
パ
レ
ス

　
　

午
後
２
時
30
分
キ
ッ
ク
オ
フ

応
募
資
格　

行
方
市
在
住
の
方

応
募
方
法

　
　

官
製
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
観
戦
希
望
試

合
の
番
号
を
明
記
の
上
、
ご
投

函
く
だ
さ
い
。

　
　

ハ
ガ
キ
以
外
で
の
申
し
込
み

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

　
　

応
募
は
１
人
１
通
の
み
有
効

と
し
、
観
戦
希
望
試
合
は
１
試

合
と
し
ま
す
。

締　

切　

９
月
20
日
【
木
】
必
着

応
募
先

　

行
方
市
役
所　

企
画
課

　
　

（
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
観
戦
）
宛

　

〒
３
１
１
ー
３
８
９
２　

　
　

行
方
市
麻
生
１
５
６
１
ー
９

発　

表

　
　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

を
行
い
、
当
選
者
へ
観
戦
チ
ケ

ッ
ト
の
発
送
を
も
っ
て
、
発
表

に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　

時　

９
月
22
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
７
時
キ
ッ
ク
オ
フ

　

行
方
市
に
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
を
無
料
ご
招
待
し
ま
す
。

　

各
庁
舎
に
て
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布

し
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
配
布
場
所
・
日
程　

　

玉
造
庁
舎　

９
月
11
日
（
火
）

　

麻
生
庁
舎
と
北
浦
庁
舎

　
　

９
月
12
日
（
水
）

　

両
日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　

※
配
布
当
日
は
身
分
証
明
書
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

各
配
布
日
に
行
け
な
い
方
は
、

試
合
当
日
に
、
ス
タ
ジ
ア
ム
３
ゲ

ー
ト
横
特
設
テ
ン
ト
ま
で
、（
午
後

２
時
30
分
〜
）
身
分
証
明
書
を
持

っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

企
画
課
（
麻
生
庁
舎
）

　
　

☎
０
２
９
９
ー
７
２
ー
０
８
１
１

　

最
近
、
自
転
車
の
無
秩
序
な

通
行
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
自
転
車
の
歩
道
通

行
要
件
の
明
確
化
等
を
内
容
と

す
る
道
路
交
通
法
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
次
の
�
自
転
車

安
全
利
用
５
則
�
を
守
っ
て
、

自
転
車
事
故
の
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

①　

自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外

②　

車
道
は
左
側
を
通
行

③　

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、

車
道
寄
り
を
徐
行

④　

安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　
　

★
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り

・
並
進
の
禁
止

　
　

★
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　
　

★
交
差
点
で
の
信
号
遵
守

と
一
時
停
止
・
安
全
確

認

⑤　

子
ど
も
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用

　
　

行
方
警
察
署

　
　

☎
０
２
９
９
ー
７
２
ー
０
１
１
０



　

当
市
で
は
、
市
道
の
日
常
点
検

及
び
応
急
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
市
道
延
長
も
長
く
、
す
べ
て

の
箇
所
を
常
時
点
検
す
る
の
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
安
全
・
快
適

に
道
路
を
利
用
す
る
た
め
、
次
の

よ
う
な
事
項
に
つ
い
て
、
地
域
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■　

道
路
に
接
す
る
土
地
に
、
工

作
物
・
垣
根
な
ど
を
設
置
し
た

場
合
、
ま
た
は
物
品
を
集
積
し

た
場
合
に
、
こ
れ
ら
が
道
路
利

用
に
支
障
を
き
た
す
と
き
に
は
、

設
置
者
自
ら
が
有
効
な
道
路
利

用
が
で
き
る
よ
う
、
適
切
に
管

理
を
し
ま
し
ょ
う
。

■　

道
路
敷
に
立
木
・
草
・
篠
が

生
い
茂
り
、
通
行
の
妨
げ
に
な

る
場
合
に
は
、
土
地
の
所
有
者

ま
た
は
耕
作
者
が
伐
採
、
草
刈

り
を
す
る
な
ど
、
有
効
な
道
路

利
用
が
で
き
る
よ
う
、
適
切
に

管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

■　

道
路
の
側
溝
及
び
集
水
マ
ス

に
土
砂
・
ご
み
・
木
く
ず
等
が

詰
ま
り
、
水
の
流
れ
が
悪
く
な

っ
て
し
ま
う
と
道
路
の
損
壊
や

水
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
取
り
除
き
、
被
害
を
未
然

に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■　

道
路
の
法
面
は
、
道
路
や
農

地
等
に
土
砂
が
流
れ
出
さ
な
い

よ
う
に
、
擁
壁
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
）
ま
た
は
芝
等
で

保
護
し
て
い
ま
す
。
芝
等
の
法

面
に
除
草
剤
を
散
布
し
、
根
ま

で
枯
ら
し
て
し
ま
う
と
、
法
面

の
崩
落
に
よ
っ
て
土
砂
が
側
溝

や
道
路
上
に
流
出
し
、
有
効
な

道
路
利
用
が
で
き
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
法
面
の
芝
等

は
刈
り
取
る
な
ど
、
適
切
に
管

理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ

て
、
よ
り
良
い
道
路
環
境
を
守
り
、

み
ん
な
で
道
路
を
大
切
に
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

　
　

建
設
課
（
玉
造
庁
舎
）

　
　

☎
０
２
９
９
ー
５
５
ー
０
１
１
１

○
ま
ち
の
良
好
な
景
観
を
作
り
出

す
た
め
、
屋
外
広
告
物
の
表
示

を
行
う
際
に
は
、
市
町
村
長
の

許
可
が
必
要
で
す
。
許
可
を
受

け
る
た
め
に
は
、
対
象
と
な
る

屋
外
広
告
物
が
許
可
基
準
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
無
許
可
の
ま
ま
屋
外
広
告
物
を

表
示
し
た
場
合
は
、
１
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。

○
主
な
許
可
基
準

　

①　

設
置
場
所
が ｢

禁
止
地
域｣

に
該
当
し
な
い
こ
と

　
　

「
禁
止
地
域
の
例
」
鉄
道
の

沿
線
、
郊
外
の
道
路
沿
道
、

信
号
機
の
付
近　

等

　

②　

「
禁
止
物
件
」
に
設
置
し

て
い
な
い
こ
と

　
　

「
禁
止
物
件
の
例
」
街
路
樹
、

電
柱
、
歩
道
橋
、
道
路
標
識

　

等

　

③　

広
告
物
の
面
積
、
高
さ
等

が
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て

い
る
こ
と

　
　

例　

野
立
広
告
は
１
面
あ
た

り
の
面
積
が
30
㎡
以
下
、
原

則
と
し
て
高
さ
12
ｍ
以
下
、

等

○　

許
可
に
は
有
効
期
間
（
最
長

３
年
）
が
あ
り
ま
す
。
有
効
期

間
の
経
過
後
、
引
き
続
き
設
置

す
る
た
め
に
は
、
更
新
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
有
効
期
間
が

切
れ
た
屋
外
広
告
物
は
、
違
反

広
告
物
と
し
て
除
去
命
令
の
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
　

都
市
計
画
課
（
玉
造
庁
舎
）

　
　

☎
０
２
９
９
ー
５
５
ー
０
１
１
１

　

茨
城
県
内
で
屋
外
広
告
業
を
営

む
方
は
、
営
業
所
ご
と
に
屋
外
広

告
物
講
習
会
の
修
了
者
等
を
１
名

以
上
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
屋
外

広
告
業
を
始
め
る
方
は
、
必
ず
こ

の
講
習
会
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
16
日
（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　

茨
城
県
庁

　
　
　
　

行
政
棟
９
階
講
堂

テ
キ
ス
ト

　

屋
外
広
告
の
知
識

　

(

第
３
次
改
訂
版) 

３
巻
セ
ッ
ト

　
　
　
　

(

㈱
ぎ
ょ
う
せ
い
出
版)

　
　

当
日
会
場
で
も
業
者
が
販
売

　
　

茨
城
県　

都
市
計
画
課

　
　

☎
０
２
９
ー
３
０
１
ー
４
５
７
９


